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2．調査                 



















































4．提案                   
◇1 ドアの概要               
種類：開き戸 
機能：カレンダー 
構造：障子 
素材：天竜木、アクリル、柿渋 
対象購買層：家族、お年寄り 
設置場所：寝室、リビング、トイレ 
◇2 どんなドアか 
浜松市の最北に位置する水窪町で採取された
杉の木を使ったドア。 
水窪町は森林率 96％。町のほとんどが森林。 
近年間伐が行き届かず樹間が密になりすぎて
木が大きく育たないという問題がある。 
そんな問題の根源である間伐材を生まれ変わ
らせたドア。 
ドアを買うことによって間伐の資源が生まれ
豊かな山になる支援ができる。 
 
◇3 どんな魅力があるか 
家の中で必ず通るドアに家族で共有できるカ
レンダーの機能を付加した。 
毎日ドアを通る時に今日の予定を確認できる。 
大切な記念日には大好きなシールを。 
大型連休に行く旅行はマスキングテープで期
間を示す。 
 
ドアの前で写真を撮った誕生日。 
ドアと共に重なっていく思い出。 
地元の山を豊かにしたドアが、いつの間にか
日々の生活を豊かにしてくれた。 
浜松で暮らす大好きな家族の忘れられない記
憶をドアと一緒に。 
 
◇4 ドアの使い方 
木でできた月の数字は 1～12 まであり、毎月
変える。 
小枝でできた週の英字は毎月並べ替える。 
途中から来月の予定を書きたい場合は下にも
週の英字を書き、マスキングテープ等で区切
って使う。 
 
そんなカレンダーになったアクリル板の前に
透明で何も書いていないアクリル板が 3枚あ
る。蝶番で開閉式になっている。 
その 3枚のアクリル板に家族それぞれの予定
を書き込む。予定がある日はそれぞれのテー
マカラーで色付けされたアクリルシールを貼
り、誰の予定か重ねても一目で分かるように
する。色が重なると彩り豊かで美しいカレン
ダーになる。 
 
手すりにボードマーカーを置けるところがあ
るのでそこに置いて使う。 
 
